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お誘い合わせのうえ、
ご来場ください

………………夕
ゆう

方
がた

や夜
よる

には………………
○�自

じ

転
てん

車
しゃ

や車
くるま

を運
うん

転
てん

している人
ひと

に自
じ

分
ぶん

が歩
ある

いてい
る場

ば

所
しょ

を知
し

らせることが大
たい

切
せつ

です。
　→自

じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

る場
ば

合
あい

は早
はや

めにライトをつけましょう。
○�自

じ

転
てん

車
しゃ

や車
くるま

を運
うん

転
てん

している人
ひと

から歩
ほ

行
こう

者
しゃ

が見
み

え
づらくなります。
　→�目

め

立
だ

つ色
いろ

の服
ふく

を着
き

たり反
はん

射
しゃ

板
ばん

を身
み

に付
つ

けたり
しましょう。

…………………雪
ゆき

の日
ひ

には…………………
○�雪
ゆき

が積
つ

もって道
どう

路
ろ

がすべりやすくなります。
　→�転

ころ

ばないように気
き

を付
つ

けて歩
ある

きましょう。また、
歩
ほ

道
どう

橋
きょう

を渡
わた

るときは、階
かい

段
だん

で転
ころ

ばないよう十
じゅう

分
ぶん

注
ちゅう

意
い

するようにしましょう。また、なるべ
く自

じ

転
てん

車
しゃ

には乗
の

らないようにしましょう。

…………………雨
あめ

の日
ひ

には…………………
○�傘
かさ

を顔
かお

の前
まえ

でさしたり、レインコートを深
ふか

くかぶっ
たりすると、周

まわ

りが見
み

えづらくなります。
　→�自

じ

分
ぶん

の前をしっかり見
み

えるようにして歩
ある

きま
しょう。また、音

おと

も聞
き

こえづらくなるので、
道
どう

路
ろ

を横
おう

断
だん

するときは左
さ

右
ゆう

（前
ぜん

後
ご

）をよく確
かく

認
にん

しましょう。

D
で

E 交
こ う

通
つ う

安
あ ん

全
ぜ ん

親
お や

子
こ

Part3

冬になり、日が暮れるのが早くなりました。今回は夜や天候が悪い日の交通安全についてです。

～おうちの方へ～
　夜や天候の悪い日には普段とは違った配慮が必要です。
　交通安全だけでなく、防犯上の観点からも、暗くなる前に家に帰ることや、天候の
悪い日には自転車に乗らないなど、家庭でのルールをもう一度確認してみてください。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
で
つ
な
が
る

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
取
組
と
し
て
、
小
平
第
一
中
学
校

区
の
三
校
が
共
通
の
講
師
を
招
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
高
め
る
た
め
の
体
験
型
学
習
（
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
）
の
手
法
を
用
い
た
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
学
校
内
だ
け
で
な
く
、
小
平
第

十
四
小
学
校
と
学
園
東
小
学
校
の
６
年
生
が
、

小
平
第
一
中
学
校
を
会
場
に
、
合
同
で
行
う
機

会
も
設
定
し
ま
す
。

教
科
ご
と
に

　

学
力
の
向
上
の
取
組
と
し
て
、
三
校
で
教
科

部
会
を
設
定
し
、
指
導
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
抱
え
て
い

る
課
題
や
、
２
学
期
以
降
の
授
業
改
善
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
タ
ッ
グ
！

　
「
子
ど
も
・
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
小
平
第

六
中
学
校
代
表
生
徒
が
、
小
平
第
七
小
学
校
と

小
平
第
十
一
小
学
校
の
６
年
生
の
前
で
意
見

作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。
小
学
生
は
熱
心
に
聴

い
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
ま
し
た
。

新
聞
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
合
う

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
取
組
と
し
て
、
新
聞
作
り
の
優
れ

た
手
法
を
小
平
第
七
小
学
校
、
小
平
第
十
一
小
学
校
、
小
平

第
六
中
学
校
で
共
有
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、

小
平
第
七
小
学
校
の
先
進
的
な
取
組
を
小
平
第

六
中
学
校
が
学
び
、
今
年
度
は
、
校
外
学
習
の

様
子
を
ま
と
め
た
小
平
第
六
中
学
校
の
作
品
を

小
平
第
十
一
小
学
校
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

10
月
17
日（
水
）に
開

催
さ
れ
、
３
回
目
の
今

回
は
、
教
科
等
研
究
会

と
連
携
し
、
中
学
校
の

先
生
が
小
学
校
の
授
業

を
参
観
し
ま
し
た
。小

学
校
の
板
書
や
ノ
ー
ト

指
導
、
発
問
の
仕
方
な

ど
、子
ど
も
た
ち
の
思
考

の
流
れ
に
沿
っ
た
指
導

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
行
わ
れ
た

合
同
研
究
協
議
会
の
部

会
で
は
、
中
学
校
の
学

習
に
円
滑
に
つ
な
ぐ
た

め
に
小
学
校
の
教
育
に

必
要
な
こ
と
に
つ
い
て

の
検
討
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

教科等 上段：単元・題材名  下段：授業者 講　　　師

国語
（小5）

「大造じいさんとガン」
小平六小・主任教諭　柿原直昭

東京都多摩教育事務所
指導課長　儘田文雄

社会
（小5）

「自動車会社をたずねて」
小平九小・教諭　嶽間澤陽介

武蔵野市教育委員会
指導主事　隅田登志意

社会
（小3）

「見直そうわたしたちの買い物」
小平第十二小・教諭　野口悠平　

白梅学園大学
教授　佐藤正志

算数
（小５）

「単位量あたりの大きさ」
小平五小・教諭　市川妙子

元日本女子大学
講師　山中優

理科
（小３）

「風やゴムのはたらきをしらべよう」
小平十小・主幹教諭　福原冬彦

小平第六中学校
校長　阿部善雄

生活・総合
（小３）

「小麦を学ぼう」
小平八小・主任教諭　関谷紳　

東京都多摩教育事務所
統括指導主事 児玉大佑

音楽
（小６）

「雅楽に親しもう」
小平三小・主任教諭　織原あゆみ

小平市教育委員会
指導主事　佐藤晴美

図画工作
（小６）

「今の私は」
小平七小・主任教諭　田極弘治　

元三重大学
教授　浜本昌宏

教科等 上段：単元・題材名  下段：授業者 講　　　師

家庭
（小５）

「元気な毎日と食べ物」
小平六小・教諭　市尾公子　
栄養教諭　白井秀子

元小平第六小学校
教諭　野﨑惠津子

体育
（小６）

「跳び箱運動」
小平三小・主任教諭　廣瀬美香　

小平市教育委員会
指導主事　坂元竜二

道徳
（小３）

「正直に生きる」
小平五小・教諭　高田怜

立川市教育委員会
指導主事　桐井裕美

特別活動
（小１）

「経験を自信につなげる特別活動」
小平九小・教諭 寺内幸子

東京都教職員研修センター
指導主事 神谷なおみ

保健 「自他の体と心を大切にする子の育成」
小平十二小・養護教諭　米倉聡子

帝京大学医療技術学部
非常勤講師　喜田貞

図書館
（小６）

「読書会をしよう」
小平一小・主任教諭　石橋幸子

元文教大学
講師　蔵元和子

特別支援
（全学年）

「わくわくボールパーク」
小平四小・主任教諭　岡﨑真帆
教諭  寺田直弘　教諭  吹越菜央

立川市立第七小学校
主幹教諭　菅原眞弓

外国語活動
（小５）

「ランチメニューを作ろう」
小平四小・主幹教諭　島村雄次郎

文化女子大学
講師　佐藤久美子

�傘
かさ

をさしながら自
じ

転
てん

車
しゃ

を運
うん

転
てん

することは、法
ほう

律
りつ

に違
い

反
はん

する
行
こう

為
い

です。絶
ぜっ

対
たい

にやめましょう。

平成24年度 小平市教育研究発表会
と　き　平成25年１月30日（水）　午後２時30分～４時45分
ところ　ルネこだいら　大ホール
内　容　・こだいらの小・中連携教育
　　　　・デジタル教科書等活用研究
　　　　・自尊感情や自己肯定感を高めるための教育　
　　　　・安全教育

小平市特別支援学級合同作品展
と  き �平成25年１月23日（水）

～27日（日）
� 午前10時～午後４時30分
ところ�ルネこだいら　展示室
� ※会場を去年と変更しています。

小平市立小学校児童作品展
と  き  平成25年1月30日（水）

～2月3日（日）
� 午前９時～午後４時30分
ところ��中央公民館��ふれあいギャ

ラリー

小
平
第
一
中
学
校
区
の
取
組

小
平
第
六
中
学
校
区
の
取
組

第
３
回

小・中
連
携

�

の
日

小平第十四小学校
児童数：423名（12学級）

学園東小学校
児童数：373名（12学級）

小平第一中学校
生徒数：474名（15学級）

（平成24年5月1日現在）

小平第七小学校
児童数：706名（20学級）

小平第十一小学校
児童数：580名（19学級）

小平第六中学校
生徒数：623名（17学級）

（平成24年5月1日現在）

こだいらの 小・中 連携 〈第2回〉 小平第一中学校区
 小平第六中学校区

今年度から市内のすべての小・中学校で取組を開始した「小・中連携」について、全校共通プログ
ラムのほか、中学校区ごとにどのようなことが行われているか、その一部をご紹介しています。

〈中学生の新聞に興味津々〉

〈体験型学習の様子〉

市の鳥
「コゲラ」


